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な行なうことがfPは しい ことはロうまでもないo Lか
し,ヒトの切合にはTliJ脱冊退位的な食む=T'･部において調
光することがもっとも冊氾的であるoその放血として
は,=7:･部のX線7･Tt肘掛こ即して,被服の茄脱の必繋が
ないこと,弱い放射線爪･C仇膨することが可倍たため,
被的新のX緑の被爆爪が少なくてtJ7fむことなどがあげら
れ,さらにこの部化にはF<肝i1･(n･n･.申-11･il･,前腕
･円つおよび短骨 (手択骨)が77･'Il:.し.tl性 約枚から成熟
完了に至るま{･,さまざまなLELJ壬段附な枕烈しうる利点
をあげることができる｡ただし.･n･柿の花迫状況は新し
い個体差を示すため,同一例人の縦噺的述柁フィルムに
よる観察が望ましい.
レソトゲソ･フィルムからの骨格成熟度の判定は,料
30桐の偶々の骨の化骨状況から総合して行なわれるoす
なわも,手取骨においては骨核の出現の布鮒こ始まり,
その大きさの弦IF<,隣接骨との関節両の形成の状況など
を祝察し,JT<甘骨においては.骨的核の出現の-11佃に始
まり,その吐F<状況.殻終的には骨W.-,線の癒令開始と,
その閉鎖が祝祭されるo枇肺的Yl料によっては,骨核あ
るいは骨端核の出現の射れ および骨的緑の叩川は'a悦
的にとらえうるが,その他のiL:F<状況の判矧 まかなり田
雅である｡
上述の理由により,今田は主として前腕･n･退位的な含
む宇部レソトゲソ･フィルムにより.中部il･柿の化骨状
況を祝祭した.WLlgenenらは,アカゲザルについて縦
断的祝祭を訳み.詳細な印/tJr'･な円いている｡また薬IlJら
は,ニホソザルについて.巾刑州li段脚ごとに四帳の骨
格化骨状況を記椛し報岱している｡今【札 以山ニホソザ
ルを中心とするn料を枕現した杭先Cは.これらの報ZJi
とはば一致する所見を和ている.すなわち,中手冊･指
骨は,推定即F令4才前校で骨州と骨幹が癒介し.肌脱
･骨遠位端の骨端と骨幹の結合は推定閏年令5-6才で起
こるO雌ではこれよりやや早いOヒトの骨端線閉銃の起
こる暦年令より著しく早いのは,成熟完了まCの時RrIが
ニホソザルの方が早いので当然である｡
しかしながら,骨核あるいは骨的核の出現のWiT,あ
るいはその生長の状況は,多少ヒトのそれと舛なってい
るように思われるO例数の凹係もあり,日下詳細な分析
を行ないうる段階にないが,今後とも検討を拭けて行き
たい｡
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